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保
険
料
の
徴
収
方
法
は
、
原
則
と

し
て
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金

の
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
方

や
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
を
合
わ
せ
た
１
回
あ
た
り

の
天
引
き
額
が
、
年
金
の
１
回
あ
た

り
の
支
給
額
の
１
／
２
を
超
え
る
場

合
は
、
納
付
書
や
口
座
振
替
な
ど
で

納
付
し
て
い
た
だ
く
普
通
徴
収
と
な

り
ま
す
。

◆
納
付
方
法
を
年
金
天
引
き
か
ら
口

座
振
替
へ
変
更
で
き
ま
す

　

口
座
振
替
へ
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

以
前
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
し
た

が
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
要
件
が
撤

廃
さ
れ
ま
し
た
。

　

口
座
振
替
へ
の
変
更
を
ご
希
望
の

方
は
申
請
が
必
要
で
す
。
（
す
で
に

変
更
の
申
請
を
さ
れ
た
方
や
、
き
年

金
天
引
き
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　

な
お
、
申
請
の
時
期
に
よ
り
、
口

座
振
替
へ
の
変
更
時
期
が
異
な
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

　

合
事
業
課

　
　

℡
０
５
９･

２
２
１･

６
８
８
３

　

福
祉
課　

℡
３
６
６
・
７
１
１
６

◆特別徴収となる方は、保険料額決定通知書と10月以降の年
金支給月ごとに天引きさせていただく額を通知します。

◆普通徴収となるかたは、保険料額決
定通知書及び納付書を送付します。

●高額医療・高額介護合算療養費制度●
　

医
療
お
よ
び
介
護
の
利
用
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
高
額
医
療
・

高
額
介
護
合
算
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
世
帯
内
の
各
医
療
保
険
（
国

民
健
康
保
険
、
被
用
者
保
険
、
長
寿

医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

の
被
保
険
者
の
方
全
員
が
、
１
年
間
（
毎

年
８
月
１
日
〜
翌
７
月
31
日
）
に
お

支
払
い
さ
れ
た
医
療
保
険
と
介
護
保

険
の
自
己
負
担
額
を
合
算
し
、
基
準

額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た

金
額
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　初年度（平成２０年４月から）については算定期間の途中から制度が始まるため、
経過措置として平成２０年４月～平成２１年７月までの１６ヵ月間を算定期間とし、
自己負担限度額も下記のとおりとなります。

＝ －

特別徴収額の算定方法

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回
４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

特別徴収の徴収月　

第１期

第４期

第７期

第２期

第５期 第６期

第８期 第９期

第３期
７月 ８月 ９月

10月 11月 12月

１月 ２月 ３月

普通徴収の納期

自己負担限度額

現役並み所得者

一般所得者

低所得者

670,000円

560,000円

310,000円

190,000円
（※310,000円）

190,000円
（※310,000円）

670,000円

620,000円

310,000円

1,260,000円

670,000円

340,000円
Ⅰ

Ⅱ

　長寿医療制度
（後期高齢者医療制度）
　＋介護保険

被用者保険または
国民健康保険
＋介護保険（70歳以上）

被用者保険または
国民健康保険
＋介護保険（70歳未満）

　長寿医療制度
（後期高齢者医療制度）
　＋介護保険

被用者保険または
国民健康保険
＋介護保険（70歳以上）

被用者保険または
国民健康保険
＋介護保険（70歳未満）

現役並み所得者

一般所得者

低所得者

890,000円

750,000円

410,000円

250,000円
（※410,000円）

250,000円
（※410,000円）

890,000円

750,000円

310,000円

1,680,000円

890,000円

450,000円
Ⅰ

Ⅱ 問い合わせ先　
　福祉課　
　℡366・7116

※医療制度上の世帯で、複数の者が介護サービスを利用している場合

※医療制度上の世帯で、複数の者が介護サービスを利用している場合

算定期間：平成２０年４月１日～平成２１年７月３１日

■
保
険
料
の
徴
収

10月･12月･２月
の年金天引き額

平成21年度保険料
（20年中の所得を基礎）

４月･６月･８月
の年金天引き額

（19年中の所得を基礎
　とする仮徴収額）

算定期間：平成２１年８月１日～平成２２年７月３１日

◆
低
所
得
世
帯
に
属
す
る
方
に
対
す

る
軽
減

　

被
保
険
者
、
同
一
世
帯
の
世
帯
主

及
び
同
一
世
帯
に
属
す
る
他
の
被
保

険
者
の
所
得
の
合
算
額
の
状
況
に
よ

り
、
被
保
険
者
均
等
割
額
の
軽
減
措

置
が
あ
り
、
該
当
の
方
に
は
軽
減
措

置
を
行
っ
た
後
の
額
を
通
知
し
ま
す
。

【
均
等
割
９
割
軽
減
の
新
設
】

　

軽
減
判
定
所
得
の
合
計
額
が
33
万

円
以
下
で
、
か
つ
世
帯
の
被
保
険
者

全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
年
金
収
入
で
80
万

円
以
下
（
そ
の
他
の
所
得
は
な
い
）

の
場
合
、
均
等
割
が
９
割
軽
減
と
な

り
ま
す
。

【
均
等
割
７
割
軽
減
の
方
】

　

軽
減
所
得
判
定
の
合
計
額
が
33
万

円
以
下
で
、
上
記
の
均
等
割
９
割
軽

減
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
場
合
、
本
来

は
７
割
軽
減
で
す
が
、
平
成
21
年
度

に
つ
き
ま
し
て
も
、
追
加
軽
減
（
８
、

５
割
）
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
所
得
割
５
割
軽
減
の
継
続
】

　

平
成
21
年
度
に
お
い
て
も
、
所
得

割
を
算
定
す
る
基
準
所
得
が
58
万
円

以
下
の
場
合
、
所
得
割
が
５
割
軽
減

所
得
割
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。
（
収

入
が
年
金
の
み
の
方
の
場
合
、
１
５

３
万
円
を
超
え
２
１
１
万
円
ま
で
の

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
前
日
に
、
被
用
者
保
険
※
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
方
に
対
す
る
軽
減

　

資
格
取
得
時
か
ら
２
年
間
に
亘
り
、

被
保
険
者
均
等
割
額
を
５
割
軽
減
し
、

所
得
割
は
賦
課
し
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
平
成
22
年
４
月
ま
で
の

保
険
料
額
は
、
被
保
険
者
均
等
割
額

が
９
割
軽
減
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

※
被
用
者
保
険
と
は
、
協
会
け
ん
ぽ

（
旧
政
府
管
掌
健
康
保
険
）
、
企
業

の
健
康
保
険
組
合
に
よ
る
健
康
保
険
、

船
員
保
険
、
公
務
員
の
共
済
組
合
な

ど
の
こ
と
を
い
い
、
市
町
国
民
健
康

保
険
及
び
国
民
健
康
保
険
組
合
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
。

　

該
当
の
方
に
は
軽
減
措
置
を
行
っ

た
後
の
保
険
料
額
を
通
知
し
ま
す
が
、

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

方
で
軽
減
措
置
が
行
わ
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
川
越
町
役
場
福
祉
課
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
21
年
７
月
下
旬
頃
に
新
し
い

保
険
証
（
ピ
ン
ク
）
を
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
簡
易
書
留
郵
便

で
送
付
し
ま
す
。

　

現
在
、
ご
使
用
い
た
だ
い
て
い
る

保
険
証
（
薄
い
緑
色
）
は
平
成
21
年

７
月
31
日
ま
で
の
有
効
期
限
と
な
っ

て
い
ま
す
。
８
月
か
ら
、
必
ず
新
し

い
保
険
証
で
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　

平
成
21
年
７
月
以
降
に
受

診
券
等
を
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
か
ら
送
付
し
ま
す

○
目　
　

的

　

生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病
な

ど
）
の
早
期
発
見
の
た
め

○
受
診
期
間

　

平
成
21
年
７
月
か
ら
平
成

21
年
11
月
ま
で
の
間

○
受
診
場
所

　

病
院
・
診
療
所
な
ど

○
受
診
方
法

　

７
月
以
降
に
送
付
す
る
受

診
券
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
自
己
負
担
額

　

住
民
税
課
税
世
帯
の
方

　
　

５
０
０
円

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

　
　

２
０
０
円

長寿医療健康診査について

保
険
証
に
つ
い
て

保
険
料
に
つ
い
て

　

災
害
に
遭
わ
れ
た
場
合
や
生
活
困

窮
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
著
し
く

困
難
な
方
（
お
お
む
ね
生
活
保
護
基

準
に
準
じ
る
程
度
の
場
合
）
は
、
申

請
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

保
険
料
の
減
免
や
徴
収
猶
予
の
措
置

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

（
川
越
町
役
場
福
祉
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課　

℡
３
６
６
・
７
１
１
６

【
お
知
ら
せ
】

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で

あ
る
場
合
、
入
院
さ
れ
た
場
合
等

に
自
己
負
担
額
が
減
額
さ
れ
る
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す　

該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
川
越
町

役
場
福
祉
課
に
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。

　

平
成
21
年
８
月
１
日
か
ら
保

険
証
（
被
保
険
者
証
）
が
変
わ

り
ま
す
！

（
20
年
中
の
所
得
等
を
基
礎
と

し
て
、
自
己
負
担
割
合
を
算
定

し
ま
す
）

○
保
険
料
の
軽
減
措
置

○
保
険
料
の
減
免
、
徴
収
猶
予

後期高齢者医療制度では、被保険者一人ひとりに対して保険料を算定し、賦課を行います。

原則７月中旬頃に保険料額及び納付方法の通知を川越町役場から送付します。

○保険料の算定
　保険料額は被保険者均等割額及び所得割額の合計額となります。
　　平成２０年度及び平成２１年度の保険料率　（原則、県内均一です）
　　被保険者均等割額･･･　３６，７５８円　　所得割率･･･　６．７９％
［取得割額の算出方法］
　｛平成２０年中の総所得金額－基礎控除額（３３万円）｝×所得割率（%）

●
長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
の
お
知
ら
せ


